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第8回通常総会　第1号議案　2008年度　事業報告
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１　　概況報告
１　はじめに
○2001年に「ＮＰＯ・まちづくりのサポートセンター」としてボランタリーネイバーズ（以下、VNS）が発足してから8年が経ちました。2008年度の決算は、およそ7,000万円で、発足時から2.5倍、2007年度から10％増でした。事業数は6つの基本事業に基づき、約30種の事業を展開しています。

○設立５周年（2006年度）を機に「中期重点事業計画」（2006年度～2009年度。①ＮＰＯ支援事業、②ＮＰＯ・まちづくり人材研修事業、③まちづくりフォーラム事業、④農山村・都市の共生協働ネットワーク事業、⑤市民メディア事業、⑥福祉ＮＰＯ支援事業の、「６つの柱」）を立て、取り組んできました。それぞれ、着実に進んでいます。
○2008年度の特徴的な取り組みや中心となった取り組みは以下の通りです。
· 「NPO向け会計ソフト紹介と補助」「基礎からわかるＮＰＯ会計の販売」、「会計ボランティアによる支援」「ＮＰＯアドバイザー事業（専門部門）」などＮＰＯ会計支援事業の定着。
· 資金力・マネジメント力アップを軸に市民活動支援をめざした、「あいちモリコロ基金事務局サポート業務」の展開。
· ＮＰＯの情報公開（社会的理解の促進）のため、ＮＰＯ法人の事業報告書・財務諸表の掲載やＮＰＯ関連情報を掲載する、愛知県ＮＰＯ交流プラザＷＥＢサイトの作成事業。
· シニア世代の地域貢献活動やＮＰＯへの参加を促進する研修事業の展開。
· 中部環境パートナーシップオフィスの管理運営と企業との協働事業による「協働」のひろがり。
· 市町村における市民と行政の協働促進や住民自治確立に関する調査提言・研修事業。
· 都市・農山村交流をめざした「愛知県交流居住センター」への参画や伝統行事「花祭」の支援、農水省が進める「教育ファーム事業」の展開。
· 市民メディアの発展をめざした、「愛知芸術文化センターアートプラザ」の運営業務の展開。
· 福祉系ＮＰＯの発展を促進する福祉系ＮＰＯサポート事業の展開など。
２　ＮＰＯ・まちづくり活動を取り巻く状況について
○ＮＰＯ法人は全国で37,198団体（2009/3/31現在）、愛知県内で1,209団体（2009/5/15現在）となりました。愛知県のＮＰＯ法人の財政規模は、2004年度決算で約80億円だったのが、2007年度決算では約150億円となっており、拡大しています。１億円以上の団体が15団体から22団体に増えた半面、１千万円以下の団体が458団体から692団体に増え、毎年格差が拡大しており、多様な支援が必要になっています。
○「あいちモリコロ基金」創設により、年間1億数千万円の助成金が愛知・中部の市民活動団体に助成されています。（平成19年秋から今日まで、2年度分助成金が交付されました。）また、市町村でも一宮市のように市民税の一部をＮＰＯへの寄付金とできる制度など、ＮＰＯへの資金支援の取り組みが拡大しています。
○行政とＮＰＯ・市民との協働も協働条例や基本計画づくりが市町村で進み、「自治会・町内会とＮＰＯの協働」や「企業（営利セクター）とＮＰＯの協働」も活発になってきました。
○公益法人改革が2008年12月から実施され、非営利・公益セクター全体の再編成が進んでおり、ＮＰＯサポートセンターとして出発した本会としても何をすべきかを考えていく必要があります。
○少子高齢社会（人口減・経済成長の停滞）がもたらすまちづくりの課題は、都市と農山村を貫いて、ますます深刻な問題になっています。地球温暖化、資源争奪などの課題も国際的規模で顕在化しており、日本においても持続可能な社会に作りかえる取り組みが急がれています。
日本での都市への資源集中・農山村の疲弊という構図は、国際的には先進国の繁栄・途上国の飢餓という構図と二重写しになっており、ＮＰＯや市民が主体となったまちづくり活動を、志を同じくする人たちと共に力合わせて取り組むことが急がれています。
３　中期重点事業の進捗状況について
以下、事業軸ごとに報告します。
①　ＮＰＯ支援事業　＜社会から信頼と支援を得て発展するためのマネジメント力の強化＞
· 「ＮＰＯ会計ソフト」「ＮＰＯ会計テキスト」の販売普及と補助、「会計ボランティア」による会計支援や「ＮＰＯアドバイザー」事業（愛知県）、「あいちモリコロ基金」のサポート業務を中心に、ＮＰＯに対して、会計処理・労務管理、事業企画・事業実施と報告の適確さなど組織運営を研修支援することに取り組んでいます。
②　ＮＰＯ・まちづくり人材研修事業　＜定年退職者・前期高齢者のいきがいづくりとＮＰＯの人材強化＞
· 「まちの達人活動推進事業」（愛知県）、株式会社デンソーの「ＮＰＯインターンシップ事業」、名古屋市・西尾市など市町村の「シニア研修事業」を受託し、シニア世代の地域貢献活動やＮＰＯなどに参加促進するための事業に取り組んでいます。
③　まちづくり交流フォーラム事業　＜地域のビジョンを市民が語り合い、見出すための交流の場づくり＞
· フォーラム自体は、具体的な企画にできていませんが、様々なネイバーズの取組みのなかで、まちづくりに関する講演会や意見交換会、研究会を実施し、まちづくりについて、どういう課題が出てきているのか、どういう方法で企画実施すればいいのかを把握してきています。
④　農山村・都市の共生協働ネットワーク事業　＜農山村と都市双方の資源を活かした交流の創出＞
· 農水省が進める「教育ファーム」事業の事務局、「花祭」への支援活動、「獣害対策」の研究や「愛知県交流居住センター」に参加し、都市・農山村の共生をめざした交流事業に取り組んでいます。
⑤　市民メディア事業　＜ＮＰＯ・まちづくり活動への理解・参画の促進と市民の情報発信力の強化＞
· 愛知芸術文化センターアートプラザの管理運営業務で、市民の「文化芸術表現活動を促進するとともに、市民放送局設立につなげる」との観点から事業を展開しています。
⑥　福祉ＮＰＯ支援事業　＜福祉系ＮＰＯが制度内外で力を発揮し、社会的存在力を高めることへの支援＞
· 「（特）移動ネットあいち」、「（特）あいち福祉ネット」、「（特）医療と保健と福祉の市民ネットワーク東海」の事務局業務を引き受けるとともに、名古屋市福祉有償運送運営協議会に参加し、福祉系ＮＰＯへの支援活動に取り組んでいます。
２ 　事業報告
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Ⅰ；特定非営利活動
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研修事業
１－１　ＮＰＯ研修事業
①　事業報告書セミナー、税務セミナー、労務セミナー
【目　　的】　ＮＰＯ法人のアカウンタビリティの向上、社会的信頼の向上、健全な運営に向けて、研修会を開催する。（本年度は、愛知県ＮＰＯアドバイザー設置事業の一環で行った。→p.18）
②　ＮＰＯ向け会計ソフト普及
【目　　的】　主にＮＰＯ法人を対称に使用しやすく、また所轄庁への必要書類が作成できる会計ソフト（ソリマチ株式会社）の普及を通して、ＮＰＯのアカウンタビリティ向上を支援する。
【内　　容】　会計ソフトのＰＲ、販売、ユーザーサポートを行った。
【利 用 者】　全国のＮＰＯ法人関係者・市民団体など　
2008年度普及数：会計王ＮＰＯ Limited　28本
【事 業 費】　◎収入　784,000円

◎支出　事業費　799,848円　管理費　99,377円
③　ＮＰＯ会計テキスト発行
【目　　的】　ＮＰＯ法人の会計、運営に関するテキストを発行・普及し、ＮＰＯの運営能力の強化・アカウンタビリティの向上を支援する。
【内　　容】　分冊式『基礎からよくわかるＮＰＯ会計』シリーズのうち、「①はじめの一歩」「②簿記・仕訳」「③ＮＰＯ会計」「④決算」各書籍の販売、問い合わせの対応を行った。
【利 用 者】　全国のＮＰＯ法人関係者など　
『基礎からよくわかるＮＰＯ会計』
2008年度普及数：①39冊、②40冊、③39冊、④29冊　計147冊
【事 業 費】　◎収入　1,122,272円
◎支出　事業費1,152,259円　管理費138,095円
④　助成金セミナー
【目　　的】　助成金募集開始にあわせ、申請のスキルと、助成金を活用して活動の活性化を図る方法を学ぶ。
【内　　容】　日本財団の助成金募集開始にあわせ、「市民セクターに期待すること」「助成金の特徴」「事業計画の書き方」などを具体的に解説した。助成事業実施団体による事例紹介、質疑応答、個別相談会を実施。
	実施日・場所
	9月28日（日）13:00～17:30　／ あいちＮＰＯ交流プラザ

	参加者
	83名

	講師
	日本財団　長谷川隆治さん （特）昭和の記憶　瀧澤尚子さん


【実施形態】　日本財団共催事業　　後援：中日新聞社
【事 業 費】　◎収入　0円
◎支出　事業費　0円　管理費　0円
【評　　価】　申請を検討する団体が、財団職員より直接話を聞ける機会となった。団体紹介のワークショップはさまざまな助成金申請で役立つであろうとの感想が聞かれた。個別相談のさらなる充実をとの希望も聞かれた。
１－２　まちづくり人材研修事業
①　行政職員の研修受け入れ
【目　　的】　本会の業務体験や現場訪問・会議出席等の機会の提供を通し、愛知県内の自治体とＮＰＯとの相互理解を深め、協働のまちづくりを促進する。
【内　　容】　愛知県現場体験型研修（2年目職員）12名、愛知県ＮＰＯ短期派遣研修1名、名古屋市ＮＰＯ派遣研修1名を受け入れた。講座・訪問ツアー等の運営、ＮＰＯと行政との協働に関わる研修・会議への参加や運営補助、ＮＰＯ支援・相談業務の体験等の機会を提供すると共に、随時意見交換を行った。
【実 施 日】　8月～12月
【実施形態】　各自治体が実施する研修派遣事業に受け入れ協力
【事 業 費】　◎収入　0円
◎支出　事業費0円　　管理費0円
【評　　価】　事前の聞き取りによって、個々の研修生の興味や関心のある分野の業務に携われるように配慮し、全員が大変意欲的に研修に取り組んだ。同時に、本会は貴重なマンパワーとして活かした業務遂行ができた。「ＮＰＯが社会や行政との関係において、重要な役割を果たしていることを知った」「県職員の役割や仕事の姿勢について意識が高まった」など、感想が寄せられ、ＮＰＯと行政との関係に変革の可能性が期待できる。
②　学生インターン受け入れ　
【目　　的】　ＮＰＯ・まちづくり活動に関心を持つ学生に業務体験の機会を提供することにより、若者のＮＰＯへの理解を深めると共に、ＮＰＯで活躍する人材の育成を行う。
【内　　容】　愛知淑徳大学学生1名を受け入れた。事務局業務の補助、ＮＰＯの現場訪問、セミナーへの参加など、インターンプログラムをコーディネートした。また、事務所で定期的に勉強会を実施し、ＮＰＯへの理解を促進した。
【時　　期】　4月
【事 業 費】　◎収入　　0円
◎支出　　0円　
１－３　研修　受託契約事業　（公共部門）
①　まちの達人活動推進事業
【目　　的】 高齢社会を迎え、「明るく活力ある長寿社会づくりの推進」のため、高齢者が長年培った豊かな経験・知識・技能を活かした様々な社会活動や、世代間交流等、地域社会に貢献するための基盤づくりを行う。


【内　　容】 「まちの達人の心構えを学ぶ」一泊研修、活動現場見学ツアー、活動に関わる技術・知識を学ぶ専門研修、地域やＮＰＯ活動の現場体験、フォローアップ研修等の研修を行うと共に、成果発表会、修了者のプロフィール集の作成を行った。受講生は80名、内76名が修了した。
	日時
	内容
	講師・会場・参加者数

	9月18日（木）
	オリエンテーション
	ウィルあいち（受講者80名）

	9月30日（火）
10月1日（水）
	オープニング
1泊研修
	堀田力さん（さわやか福祉財団）、沖野皓一さん（元ＮＨＫチーフアドバイザー）、石川良雄さん（（特）刈谷おもちゃ病院）、吉田一平さん（(社福)愛知たいようの杜）、大西光夫　
あいち健康プラザ　　　　　　（受講者80名）

	10月8日（水）
10月10日（金）
10月14日（火）
10月15日（水）
	知多バスツアー
	知多地域のＮＰＯ活動の見学。
（特）地域福祉サポートちた、（特）ゆいの会、
（社福）むそう、はっぴいわん、大野町「京屋」
　　　　　　　　　　　　　　（受講者計76名）　

	10月21日（火）
10月22日（水）
	専門研修講座1

「コーディネートのコツは？」
	岡田敏克さん（まちづくりアドバイザー）
21日　豊橋市民センター
22日　あいちＮＰＯ交流プラザ　（受講者計69名）　

	10月24日（金）
10月25日（土）
	専門研修講座2

「プロデュース力を磨こう！」
	池田哲也さん（（社）地域問題研究所）
24日　豊橋市民センター
25日　あいちＮＰＯ交流プラザ　（受講者計68名）

	10月30日（木）
10月31日（金）
	専門研修講座3

「思いを伝える文章の作り方とマスコミの活用」
	安藤明夫さん（中日新聞）、大西光夫
30日　豊橋市民センター
31日　あいちＮＰＯ交流プラザ　（受講者計72名）　

	11月5日（水）
11月6日（木）
	専門研修講座4

「まとめ＆スタートアップ研修　行動計画をつくる」
	岡田敏克さん、大西光夫、まちの達人衆の皆さん
５日豊橋市民センター
６日　あいちＮＰＯ交流プラザ　　（受講者計62名）

	2008年11月～2009年1月
	現場体験
	愛知県内一円　　　　　　　　
（受講者計71名）

	12月3日（水）
12月4日（木）
12月5日（金）
	フォローアップ研修
	３日豊橋市民活動センター
あいちＮＰＯ交流プラザ
あいちＮＰＯ交流プラザ　　　　（受講者計61名）　

	1月24日（土）
	発表交流会・修了式
記念講演
	栗田暢之さん（(特)レスキューストックヤード）
愛知県社会福祉協議会多目的研修室
　　　　　　　　　　　　　　（受講者計72名）　

	2007年11月～2009年3月
	「プロフィール集」「連絡先名簿」作成
	ボランタリーネイバーズ事務所
　　　　（全掲載者239名、うち3期生76名）
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【実施形態】　愛知県委託事業　　
【事 業 費】◎収入　6,753,543円　◎支出　事業費6,151,409円　管理費  88　7,560円　
【評　　価】　フォローアップ等で第1期・2期の修了生との交流が行われた。地域ごとに11の修了生のグループが結成され、自発的な取組みが行われている。3期分のプロフィール集の掲載者総計は239名となった。
【Ｕ Ｒ Ｌ】　http://www.VNS.or.jp/D_tatujin/index.htm


②　愛知県　地域協働促進研修実施事業
【目　　的】　ＮＰＯの活性化・協働の促進について、その担い手である市町村、支援センター、ＮＰＯ職員が意見交換や協働研究する機会を提供し、その成果を社会にアピールする場を設けることで担い手のレベルアップと協働の拡大を図る。
【内    容】　以下の業務を行った。
(1) ＮＰＯ支援センター「スタッフ力」強化研修
9月8日（月）　参加者43名　あいちＮＰＯ交流プラザ
	講義「市民自治型地域社会に向けて、市民活動センターの役割とは」

	講師：　川崎あやさん（横浜市市民活動支援センター）

	パネルディスカッション　「コーディネート　そのココロを探ろう」

	パネリスト：　川島典之さん（（特）犬山市民活動支援センターの会、金子哲三さん（（特）三河社中）、後藤昭子さん（（特）せとっこ）、牧野清光さん（（特）ＮＰＯ愛知ネット）
コーディネーター：　松下典子さん（（特）地域福祉サポートちた）


　　　　　　（2）課題研究型研修
	①「ＮＰＯと地縁型組織との連携」　研究会全5回（8月～1月）

	参加者：自治体職員8名
助言者：中田實さん（愛知江南短期大学学長）
ＮＰＯ・地域活動関係者：
伊藤一美さん（（特）子ども＆まちネット）、清水有さん（吉池団地パトロール隊）
担当者：三島知斗世、河合容子、岡本一美さん（（特）地域福祉サポートちた）ほか
成果物：Ａ4版67頁

	②「ＮＰＯへの資金支援制度」　　　研究会全5回（9月～2月）

	参加者：自治体職員9名、オブザーバー参加2名
助言者：今田　忠さん（市民社会研究所所長）
ＮＰＯ関係者・地域活動関係者：
齊藤雅治さん（（特）犬山市民活動支援センターの会）、三矢勝司さん（（特）岡崎まち育てセンター・りた）
担当者：中尾さゆり、遠山涼子、三島知斗世ほか
成果物：Ａ4版50頁


(3) 研修成果発表会　
2月17日（火）　参加者70名　あいちＮＰＯ交流プラザ
	 (1)の研修成果発表「協働拠点としてのＮＰＯ支援センター」

	講師　松下典子さん（同上）、松見直美さん（半田市市民活動支援センター）、
牧野清光さん（同上）菅原純子さん・鬼頭綾子さん（とよた市民活動センター）

	(2)の研修成果発表

	①「ＮＰＯと地縁型組織との連携」
講師・コーディネーター　　中田　實さん（同上）、松下典子さん（同上）
②「ＮＰＯへの資金支援制度」
講師・コーディネーター　　今田　忠さん（同上）、大西光夫


【時　　期】　8月～2月
【実施形態】  愛知県委託事業、（特）地域福祉サポートちたと共同事業体で受託
【事 業 費】　◎収入　1,370,000円
◎支出　事業費1,277,674円　管理費165,841円
【評　　価】　本会は、主に（2）課題研究型研修を担当。5回の研究会の中で課題分析・施策提案をまとめ、報告を行うという研修スタイルは、課題を整理するプロセスが勉強になったと評価が高かった。研究成果報告書も「具体的な事例が掲載されわかりやすい」と好評で、協働推進の現場での参考資料となっていくことが期待できる。
③　西尾市　市民･ＮＰＯと行政の協働するまちづくり支援業務
【目　　的】　退職世代の地域活動への関わりを促進することにより、住民参加型の地域づくりを支援していく。
【内　　容】　西尾市主催「団塊世代のみなさん『ようこそ＊地域へお帰りなさい』講座」の企画・広報・講座運営を実施した。地域活動の先進事例の見学や地元のＮＰＯ活動等の紹介、参加者によるグループワークなどを実施した。全3回の講座に延べ43名が参加。
	開講日時
	プログラム／講師

	2月7日（土）

13:30～16:30

	第1回　「住んでいる地域、西尾を知る･･･基礎講座」／　ミニ講座「退職後のライフイメージと地域活動入門／　意見交換「自分の時間、どう使う？」

山崎義弘さん（西尾市企画部企画課）
三島知斗世（(特)ボランタリーネイバーズ）

	2月14日（土）

9:00～17:00


	第2回　「地域づくりの現場を訪ねる」　大野町きょう屋・蔵真、はっぴいわん、（社福）むそうアートスクウェア、（特）りんりん／　振り返りワークショップ

岡本一美さん（（特）地域福祉サポートちた）
大西光夫（（特）ボランタリーネイバーズ）

	2月21日（土）13:30～16:30


	第3回　「地域での活動の仕方を学ぶ」　／事例紹介　／グループ討論／　ミニレクチャー「まちづくり活動入門」／　全体討論・交流「何から始めようか？」
杉山　孝さん（（特）あづまコミュニティ開発）
牧野明広さん（（特）やらまいか人まちサポート）
稲垣正雄さん（元丁田町町内会長）
大西光夫（（特）ボランタリーネイバーズ）


【時　　期】 12月～3月
【実施形態】 西尾市委託事業
【事 業 費】 ◎収入　791,700円
　　◎支出　事業費719,725円　管理費99,377円
【評　　価】 ボランティア、ＮＰＯ活動、町内会活動など、具体的な活動をあげて「始めてみたい」とアンケートに回答した受講生が多かった。参加動機を達成した受講者は78%であり、地域活動への入門編としての役割は果たせた。
④　刈谷市 市民協働職員研修事業
【目　　的】　刈谷市のまちづくりを進める上で「共存・協働」を組織文化とし、市民、市民活動団体等、各主体との対話・理解・共感・共有に向かう姿勢を養う。
【内　　容】　協働を生み出すコミュニケーションのあり方をワークショップによって体感的に学ぶと共に、協働のパートナーとしての市民はどんな存在か、市職員としてどう接していくとよいのかを考えた。
【実施日・実施自治体・講師・参加人数】　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　講師：岡田敏克　　場所：刈谷市大会議室
	回
	日時
	参加者数

	第１回
	5月23日（金）　※いずれも13:30〜17:00
	24人

	第２回
	5月26日（月）
	29人

	第３回
	5月28日（水）
	24人

	第４回
	5月29日（木）
	20人


【実施形態】　刈谷市委託事業
【事 業 費】　◎収入　500,000円 
◎支出　事業費514,113円　管理費62,317円
【評　　価】　共存・協働のまちづくりを進める上で、根本となる市民との向き合い方について「意識が変わった」とする参加者が約7割（69％）に及び、高い効果が見られた。
１－４　研修　受託契約事業　（民間部門）
①　デンソー ＮＰＯインターンシップ事業
【目　　的】　50歳から定年までの社員を対象に企業人としてのキャリアやスキルを社会還元し、また定年後のライフスタイルを豊かにするために、ＮＰＯ活動を知り参加体験するための研修プログラムを実施する。
【内　　容】　ＮＰＯや地域活動を知る基礎講座・現場見学を皮切りに、ＮＰＯの現場体験研修とその発表会を行うと共に、啓発目的のビデオ制作を行った。
【実施日・実施自治体・講師・参加人数】　　　　　　　　　　　　　　
	日時・会場
	内容
	講師・参加者数

	6月29日（日）
ゴジカラ村（長久手町）
	「基礎講座」
	吉田一平さん（(社福)愛知たいようの杜）、大西光夫
研修参加者68名。

	7月19日（土）
　本社5号館・MR213
	「体験研修」
　○マッチング
	愛知県内のＮＰＯ10団体を受入候補とし、当日は9団体参加。研修参加者17名。

	7月～12月
	「体験研修」
　○現場体験
	愛知県内のＮＰＯ5団体に、13名が延べ42日間参加体験。

	2月7日（土）
本社5号館・教育センター
	「体験研修」
　○発表会
	研修参加者7名が成果の発表。
研修参加者13名、受入ＮＰＯ5団体参加。

	08年6月～09年3月
	ビデオ制作
	オープニング「基礎講座」から発表会までを取材し、広報ビデオを制作。　　


【実施形態】　株式会社デンソー委託事業
【事 業 費】　◎収入　1,408,100円
◎支出　事業費1,578,884円　管理費175,153円
【評　　価】　オープニングの現場見学・基礎講座には68名の参加があり、ＮＰＯに対する高い関心が感じられた。現場体験の希望者数も予定数を上回ったが、5日間の現場体験の達成が難しかったため、今後に向けマッチングプログラムの改善が必要である。
啓発・情報提供事業

２－１　情報提供事業
①　ホームページによる情報提供
【目　　的】　市民活動・まちづくりに関する理解や参加を促進、活動団体の力量向上、本会の活動の理解を促進するための情報を提供する。
【内　　容】　本会の活動紹介と報告、ネット上での基礎講座、市民活動のイベント・研修情報等を随時更新（月に数回）した。
【アクセス数】ホームページ　累積149,269件（2009年4月30日現在、月に約1,361件）
　　　　　　　ブログ　累計　3,038件（2009年4月30日現在）
【事 業 費】　◎収入　0円
◎支出　事業費　390,045円　管理費　0円
【評　　価】　コンテンツが充実してきた。全体構成や必要な情報へのアクセスをより容易にするために、トップページを整理した。また、8月より事務局ブログを開設し、団体情報の開示、イベント告知、事業報告等、団体情報の伝え方に幅が広がった。
【 U  R  L 】　（ホームページ）http://www.vns.or.jp/　　（ブログ）http://blog.canpan.info/vns/

　
②　FAX・E-mailによる情報提供
【目　　的】　市民活動・まちづくりに関する理解、参加、運営の向上を図るため、有益な情報を提供
する。
【内　　容】　イベント・研修情報、市民参画の促進、行政との協働、助成金情報など。事業レポートは、会員に毎郵送約130通。メールは、約1,700通（内容により送付先は選別）
【時　　期】　事業レポートの発送は7月、10月、12月の3回。

トピック毎のメール情報発信は平均月3回。
【事 業 費】　◎収入　0円　　　　◎支出　0円
③　ＮＰＯ・まちづくり関係ライブラリーの運営
【目　　的】  市民活動・まちづくり活動の理解・啓発を図るため、書籍を収集し、貸出を行う。
【蔵 書 数】　1,167冊
【時　　期】　通年
【事 業 費】　◎収入　0円　　　　◎支出　0円
④　研究レポート「ボラネイ★キャラバン」発行事業
【目   的】　　各種セミナー、講演会、研究調査等で学んだ内容の要点などをレポートとして発行し、情報の共有を図る。発行数各400部。
【内   容】　
	号数
	タイトル／頁数
	発行時

	vol.15 　
	～つながりを創る、協議を行う～
「被災地から学ぶまちづくり」（栗田暢之さん／（特）レスキューストックヤード）／「ＮＰＯと行政の協議の場づくり基本ガイドブック」（A4版60頁）
	08年７月

	vol.16　

	～社会的な孤立・疎外から参画への試み～
「高蔵寺ニュータウンでのまちづくりについて　現状と課題・問題点」（曾田忠宏さん／（特）高蔵寺ニュータウン再生市民会議）「ロンドン・かけ足訪問記　協働と社会的企業を考える」（三島知斗世）（A4版43頁）
	08年10月

	vol.17　
	「ＮＰＯと地縁型組織との連携　現状課題、推進方策の提案」　　　　
（A4版67頁）
	09年4月


　　　　　　※その他、「ＮＰＯ法人の財務状態及び会計処理の現状について（愛知県ＮＰＯ法人事務分析・会計支援事業の成果報告書」の実費頒布　

【事 業 費】　◎収入　59,040円　　　◎支出　事業費90,059円　管理費6,729円
２－２　市民メディア事業
①　ビデオ制作事業
【目　　的】　当団体の実施する事業に関するビデオやＮＰＯやまちづくり団体が展開する事業の広報ビデオなどを制作する。
【内　　容】　(特)アジア車いす交流センター（WAFCA）の活動を中国で紹介するビデオ、デンソーＮＰＯインターンシップ事業の広報ビデオ、「教育ファーム事業」の記録ビデオなどを作成。
【時　　期】　通年
【事 業 費】　◎収入　420,000円

◎支出　事業費507,615円　管理費50,518円
②　ビデオづくりサポート事業　
【目　　的】 ビデオ制作の支援や機材並びに編集スタジオの貸し出しを行うことにより、市民による情報発信、研究活動を支援する。
【内　　容】 ＮＰＯ団体の広報・記録ビデオの制作・撮影・取材支援や、デジタルビデオ、デジタルカメラ、三脚、編集機材等の貸し出しを行った。
2008年度貸出数：11件
【時　　期】 通年
【事 業 費】 ◎収入　31,000円
    ◎支出　事業費19,702円　管理費5,070円
２－３　啓発・情報提供　受託契約事業　（公共部門）
①　愛知芸術文化センターアートプラザ管理運営業務
【目　　的】　愛知芸術文化センターをはじめ、愛知県内・全国で行われるコンサート・演劇・展覧会などの芸術文化情報の収集をし、開架を通して県民へ提供する。
【内　　容】　全国から郵送・持ち込みされる文化芸術情報の整理・開架、保存、データベース入力、ホームページ・情報紙作成など施設運営と共に、ビデオルームを活用した自主企画事業（ビデオルーム活性化事業）を実施し、アートプラザの活性化に取り組んだ。
【時　　期】　通年
【実施形態】　愛知県委託事業
【事 業 費】　◎収入13,608,000　円　　◎支出　事業費12,358,070円　管理費1,701,005円
【評　　価】　ビデオルームを活用した自主企画事業として、愛知県に古くから伝わる四季折々の民俗芸能を紹介する映像上映会、障がい者の作品展、ＮＧＯとしてアーティスト・イン・レジデンスに取り組む市民団体の活動を紹介する展覧会、こどもを対象としたアートワークショップ等、新しい分野の企画展を実施した。また愛知県文化振興事業団、愛知県文化情報センター、あいちトリエンナーレ2010実行委員会と連携して、愛知芸術文化センター自主事業の広報宣伝にも力を入れて取り組んだ。
②　あいちＮＰＯ交流プラザポータルサイト構築業務
【目　　的】　愛知県内のＮＰＯに対する信頼向上のため、ＮＰＯに関する情報を市民・ＮＰＯ・企業等に提供するため、あいちＮＰＯ交流プラザのホームページをポータルサイトとして再構築する。
【内　　容】　あいちＮＰＯ交流プラザホームページの掲載情報を整理すると共に、ＮＰＯ法人の事業報告書・計算書類の掲載、財政規模なども追加した新たな法人検索データベース、ＮＰＯが実施する事業やＮＰＯ向けに資源提供する情報の掲載を行った。また、RSSシステムを導入し、県内のＮＰＯ施策などが集積される仕組みを制作。
【時　　期】　９月～3月
【実施形態】　愛知県委託事業
【事 業 費】　◎収入2,998,800円

◎支出　事業費2,681,066円　管理費375,564円
【評　　価】　ＮＰＯを正確に理解する情報として、県下ＮＰＯ法人から提出された事業報告書、計算書類がホームページで閲覧可能になった。それらの書類確認・データ化の作業過程で提出書類における問題把握ができ、事業報告書セミナー等で注意喚起を行った。また、ＮＰＯと行政の協働に関わる施策情報も整備できた。
２－４　啓発・情報提供　受託契約事業　（民間部門）
①　地域・テーマ公益ポータル推進プロジェクト
【目　　的】　ＮＰＯに対する市民・企業・行政からの信頼を高めるための情報開示の質的向上と、ＮＰＯの持つ多様な資源に対する寄付・購入を促す「地域・テーマ公益ポータル」を、共通性の高いプラットフォームの開発と利活用の推進を通じて構築する。
【内　　容】　地域・テーマ公益ポータルの実現・改善に向けて、全国の中間支援組織（全国の18の中間支援組織が参加）と共に検討した。また、ポータル構築の基礎となる「情報開示」「協働環境」の重要さや具体的な情報開示のポイント・対策を学ぶ研修を行った。
【実施日・内容・講師等】　　　　　　　　　　　　　　
	日時・会場
	内容
	講師・参加者数

	5月23日（金）24日（土）
（仙台市）
	プロジェクトの概要理解と各地域のデータベースの現状・課題の共有
	川北秀人さん（人と組織と地球のための国際研究所）、荻上健太郎さん（日本財団）、加藤哲夫さん（(特)せんだい・みやぎＮＰＯセンター）ほか
プロジェクトに参加する中間支援組織

	8月8日（金）、9日（土）
（別府市）
	各センターのポータル構築の進捗の共有、ポータル運営の条件検討
	

	8月31日（日）
ウィルあいち
	セミナー＆ワークショップ
「支援につながる情報開示とは」
	川北秀人さん、荻上健太郎さん
ＮＰＯ・中間支援組織関係者ら24名

	11月9日（日）
（東京）
	今後のポータル開設計画、来年度のプロジェクトの進め方
	川北秀人さん、荻上健太郎さん、加藤哲夫さんほか
プロジェクトに参加する中間支援組織

	11月13日（木）
　（ウィルあいち）
	「協働環境を拓く！」ワークショップ
	川北秀人さん、荻上健太郎さん、鬼頭綾子さん（豊田市共働推進課）、三島知斗世
ＮＰＯ、中間支援組織、行政関係者ら27名


【実施形態】　人と組織と地球のための国際研究所と協定

　　　　　　　（日本財団公益ポータルサイト（ＣＡＮＰＡＮ）プロジェクトの一環）
【事 業 費】　◎収入542,200円

◎支出　事業費743,852円　管理費67,273円
【評　　価】　地域・公益ポータルサイトの構築に至らなかったが、団体基本情報シートづくりに関するワーク、協働を促進する情報をどう蓄積・社会資源化するかの討論が充実し、ＮＰＯの情報公開に向けての意識・技能の向上に役立った。
研究調査・提言事業
３－１　各種審議会委員会参画
① 各種審議会等参画
【目　　的】 各種審議会・委員会への参画を通して、ＮＰＯの発展や市民主体の社会づくりに向けて提言を行う。
	
	委員会名
	主催者
	委員名

	①
	中部環境パートナーシップオフィス運営協議会
	環境省
	大西光夫

	②
	ＵＲ都市機構地域懇談会
	ＵＲ都市再生機構
	大西光夫

	③
	あいち新世紀自動車環境戦略会議
	愛知県
	大西光夫
三島知斗世

	④
	愛知県自動車排出窒素酸化物及び粒子状物質総量削減計画策定協議会
	愛知県
	大西光夫
三島知斗世

	⑤
	あいちエコモビリティライフ推進協議会企画運営会議
	愛知県
	大西光夫

	⑥
	ＢＤＦ導入拡大検討会
	愛知県
	大西光夫

	⑦
	ＮＰＯと行政の協働に関する実務者会議
	愛知県
	三島知斗世

	⑧
	協働ロードマップ検討会議／策定委員会
	愛知県
	三島知斗世

	⑨
	地域コミュニティ活性化方策調査有識者研究会
	愛知県
	三島知斗世

	⑩
	愛知県地域づくり団体交流協議会委員
	愛知県
	三島知斗世

	⑪
	名古屋市男女共同参画審議会
	名古屋市
	大西光夫

	⑫
	名古屋開府400年記念事業実行委員会
	名古屋市
	大西光夫

	⑬
	名古屋市福祉有償運送運営協議会
	名古屋市
	大西光夫

	⑭
	なごや環境大学実行委員会
	名古屋市
	三島知斗世

	⑮
	名古屋都市センターまちづくり活動助成金審査委員
	(財)名古屋都市センター
	三島知斗世

	⑯
	ＮＰＯはじめの一歩助成事業「公開審査会」特別審査員
	豊田市
	中尾さゆり

	⑰
	江南市自治基本条例検討委員会委員
	江南市
	三島知斗世

	⑱
	東海市まちづくり協働推進事業審査会審査委員
	東海市
	三島知斗世

	⑲
	豊明市協働推進委員会
	豊明市
	三島知斗世

	⑳
	日進市平成20年度ＮＰＯ公募提案型委託事業選定委員会委員
	日進市
	大西光夫


【事 業 費】 ◎収入　348,150円

◎支出　事業費277,834円　管理費43,786円　
３－２　ＮＰＯ・まちづくり研究調査提言事業　
①　研究フォーラム「公益法人制度改革」
【目　　的】　2008年12月1日から新しい公益法人制度が実施されるにあたり、新たな公益法人と、ＮＰＯ法人との違いや、各々の状況下にあった法人形態の選択の考え方について理解を促進する。
【内　　容】　出口正之先生（国立民俗学博物館教授）を講師に招き、公益法人制度改革の背景、制度改革の骨子、新制度の法体系等について学習すると共に、個別の質問事項を元に新しい制度の運用について考え方を整理した。
【実施日･会場】10月18日（土）　あいちＮＰＯ交流プラザ
【参 加 者】　ＮＰＯ法人、公益法人、自治体ＮＰＯ担当・ＮＰＯ支援センター職員等75名
【実施形態】　愛知県共催事業
【事 業 費】　◎収入　0円
◎支出　事業費　0円　管理費　0円
【評　　価】  民間公益活動の推進が制度改革の趣旨。これまでの公益法人が「特定」と「一般」に区分される。「公益性」の判断を「検討委員会」が行うが、新しい会計基準や組織運営の基準等をどう定め判断するかがポイント。制度改革や運営によって民間非営利セクター全体が再編成される可能性もあり、ネイバーズとしても注目する必要がある。

③学会発表
【目   的】　　本会が携わったＮＰＯ・まちづくりの支援活動や研究調査を報告し、広く共有化や問題提起を行う。
【実施日・内容】日本ＮＰＯ学会第11回年次大会（於：名古屋大学東山キャンパス）
　　　　　　　　　平成21年3月21日（土）～22日（日）
　　　　　　　＊公募パネル「ＮＰＯの財源多様化　～行政委託・１％制度・ＮＰＯバンク・助成基金」
　　　　　　　　中尾さゆり
　　　　　　　＊事例報告「認知症高齢者を支える『地域の見守り力』向上のための福祉ＮＰＯと地縁組織との協働のあり方」　三島知斗世
【事 業 費】　◎収入　0円
◎支出　0円
３－３　ＮＰＯ調査研究提言　受託契約事業　（公共部門）
①　一宮市 自治基本条例（仮称）制定支援業務
【目　　的】  同市の自治基本条例（仮称）制定に向けて、一宮市自治基本条例を考える会を核とする討議、ヒアリング、市民啓発活動等の運営支援を行い、市民主体のまちづくりを実現する仕組みについての提案書をまとめる。
【内    容】 以下の業務を行い、「市民自治によるまちづくり基本条例」策定に向けた提言書を作成した。
　　　　　　 (1) 下記会議のファシリテート・資料作成・議事録概要の作成

	会議及び啓発活動

	①全体会19回（第3回～21回　／第1回・2回は08年3月に実施）

	②市民・議会分科会、行政分科会　計14回

	③ヒアリング2回（ＮＰＯ、地域活動団体各１回）

	④タウンミーティング　3回　（参加者数各51名、47名、39名）

	⑤フォーラム　１回　（参加者数82名）

	⑥役員会10回、全体打合せ２回、正副会長会議1回

	⑦市民アンケート活動の調査票設計、集計補助、及びまとめ　（回収数2,833枚）

	構成メンバー・協力者

	考える会メンバー　　
	33名（会長　岩原吉治さん）

	ファシリテーター
	石井伸弘、吉村輝彦、三島知斗世

	全体アドバイザー
	松下啓一さん（相模女子大学教授）

	学習会・タウンミーティング
	川島典之さん（(特)犬山市民活動支援センターの会）
小池田忠さん（森の里荘自治会）
中田　實さん（愛知江南女子短期大学学長）
大松沢光敏さん（元愛知県議会議員）
武長脩行さん（椙山女学園大学）


（２）市職員の条例理解に係る支援
職員研修　　　7月9日（水）　（参加者数：午前 79名、午後80名）
　　　　　　　講師：松下啓一さん（相模女子大学教授）
【時　　期】　5月～3月（同事業契約期間は4月～3月）
【実施形態】　一宮市委託事業
【事 業 費】　◎収入　3,234,000円
◎支出　事業費2,924,145円　管理費405,893円
【評　　価】　47回にもわたる全体会・分科会、各種の市民啓発活動が熱心に行われ、「住みよい一宮にするための自覚ある一歩」をという気持ちのこめられた提言書ができた。「市民が選ぶ市民活動支援制度」「地域づくり協議会」の始動とあわせ、市民自治の進展が期待される。

②　刈谷市　市民協働推進基本方針策定支援業務
【目　　的】 「刈谷市市民との共存・協働推進基本方針」の策定に向け、市民の意見聴取を幅広く行い、市民と行政との共存・協働推進の考え方や方針の枠組みを検討するための支援を行う。
【内    容】　以下の業務を行い、市民の意見を反映した基本方針が策定されるよう取り組んだ。
	業務項目
	内容

	① 刈谷市・市民との共存・協働推進検討委員会の運営支援
	10名の委員＝昇秀樹（名城大学教授）委員長
4月～11月で計6回／昨年度との通算で計11回

	②市民ワークショップ「エンジン編」
	4月～7月で全5回、延べ72名が参加
ファシリテーター：岡田敏克

	③市民フォーラム「わがまちのしゃべり場」の開催
	6月1日（日）　参加者123名　刈谷市役所大会議室


【時　　期】　5月～3月（同事業契約期間は4月～3月）
【実施形態】　刈谷市委託事業
【事 業 費】　◎収入　2,300,000円
◎支出　事業費2,016,544円　管理費287,987円
【評　　価】　基本方針では、共存・共働のまちづくりに向けて「まちの課題を『自分ごと』と捉え、語り合い行動していこう。それを育む心と場を大切にしよう」という基本的心構えが重視された。また、それを進める環境整備として「人材育成、情報、場所、財政支援、行政サービスへの市民参画、団体同士・異なる主体との交流・連携」の６テーマが挙げられ、各々についてまちづくりの各担い手に期待を織り込んだ内容にまとめられた。
③　「守山区民のつどい」事業
【目　　的】　名古屋市が年間４区で市長が出席し、区民と名古屋市の相互理解を深めるためのフォーラム。パートナーシップの形成や、「まちづくり＝地域のあり方」について、区民相互の実践的な話し合いを行い、知恵の交換を行う。

【内　　容】　「セカンドライフはまちづくりを」と題し、シニア層の地域活動への参画をテーマに、地域での実践紹介を4事例紹介発表し、セカンドライフをいかにいきいきと過ごし、区民の参加をどのように進めるのかを意見交換した。2007年度の昭和区に続き、守山区でコーディネーターとして参画した。
	実施日／場所
	12月18日（木）13:30～15:30　守山文化小劇場

	講師等
	パネリスト　赤堀輝京さん、伊藤晃さん、尾関ミヤ子さん、古野幸徳さん
コーディネーター　大西光夫


【実施形態】　守山区区民の集い実行委員会から依頼。
【事 業 費】　◎収入　0円
◎支出　0円


相談・助言事業
４－１　　講師派遣事業
①　ＮＰＯ講師派遣／まちづくり講師派遣
【目　　的】　市民団体・行政・企業等が行うまちづくりイベント等のコーディネート、企画運営に関する助言や講師などの紹介及び派遣を行う。
【内　　容】  

	
	講師派遣先

	①
	豊田市「共働推進担当者研修」（６回）、「共働事業提案制度　研修・交流会」（２回）

	②
	愛知県　人にやさしい街づくり連続講座　～協働ですすめるまちづくり

	③
	知立市職員研修「協働のまちづくりについて」

	④
	西三河広域市町村職員研修「協働のまちづくりについて」

	⑤
	愛知県職員厚生課「ライフプランセミナー」（2回）

	⑥
	衣浦地域職業訓練センター「ＮＰＯ会計講座（はじめのいっぽ）」（2回）

	⑦
	三好町「協働によるまちづくり推進管理職研修」

	⑧
	「市民連携大学ひょうご（準備会）」講師　

	⑨
	愛知県「ＮＰＯと行政の協働に関する班長職員等研修会」

	⑩
	小牧市「まちを育む　市民と行政の協働ルールブック」実務編策定に向けた委員会

	⑪
	滋賀県協働推進セミナー

	⑫
	知多市市民活動センター　車座集会「市民協働」～協働のまちづくり～

	⑬
	刈谷市民ボランティア活動支援センター　車座集会「これからのまちづくり」

	⑭
	犬山市民活動交流フォーラム「なぜ？今さらながら”まちづくり”」コーディネート

	⑮
	あいち協働ルールブック推進フォーラム2009「ＮＰＯの情報公開・情報発信」

	⑯
	デンソーステークホルダーミーティング


【事 業 費】　◎収入　858,960円

◎支出　事業費705,042円　管理費106,105円
４－２　　ＮＰＯ・まちづくり相談事業
①　ＮＰＯ法人設立・運営相談　
【目　　的】　ＮＰＯ法人設立や市民団体の運営、まちづくりに関する諸問題について無料＆有料相談を行う。
【内　　容】　電話・FAX・E-mail・来訪などで、計67件の相談に対応。
【時　　期】  通年
【事 業 費】　◎収入　0円
◎支出　0円
② 会計ボランティア派遣事業
【目　　的】　ＮＰＯ法人のアカウンタビリティ向上およびコンプライアンス促進のため、小規模な草の根ＮＰＯなど、団体単独で会計を行うことが困難なＮＰＯに対し、個別に支援を行う。
【内　　容】　各団体からの会計支援依頼を受け、団体規模・事業内容・会計体制などに応じた、会計システムづくり、会計ソフト設定、ボランティア派遣などの形で会計支援を実施する。

	支援形態
	件数

	会計担当者の派遣
	２団体

	会計ボランティアの派遣
	７団体

	その他単発支援（半期決算、決算準備、決算支援）
	10団体27回

	電話・Emailなどによる相談
	適宜


【事 業 費】　◎収入　717,777円

◎支出　事業費606,927円　　管理費87,576円
【評　　価】　小規模団体向け会計ソフト、団体に応じた初期設定に関する問合せが多く、ニーズは高い。会計担当者派遣・自計化・スポット支援などメニューをわかりやすく示した対応表を作成したことにより、対応の一元化、会計ソフト提供から初期設定まで一環したサポートの提供ができ、新規問い合わせ数が増加した。継続的な支援は求められる反面、人材の不足は課題である。
４－３　　相談助言　委託契約事業（公共部門）
①　愛知県 ＮＰＯアドバイザー設置事業・専門相談
【目　　的】　愛知県内のＮＰＯからの相談を通して、健全な運営のための支援を行う。
【内　　容】　主に会計・労務・組織マネジメント等の相談とセミナーを実施した。
	内容・参加者数等
	講師

	個別相談（43日／全125回）計111件
	アドバイザー４名

	法人格取得後の手続き・準備セミナー（４回）計27名
	中尾さゆり、佐藤 真　

	税務セミナー（5/20）13名
	林俊彰税理士　　

	計算書作成セミナー（5/27）6名
	中尾さゆり　

	初心者向け・会計セミナー（9/24、12/17）計24名
	中尾さゆり　　　

	労務セミナー（7/24）18名
	加古朗社会保険労務士　　

	事業報告書セミナー　　①半田市（1/14）3名　②一宮市（2/4）14名　③刈谷市（2/11）12名　④瀬戸市（3/11）13名　　

⑤名古屋市（3/28）　 　
	①②⑤佐藤 真
③④⑤中尾さゆり


【アドバイザー】中尾さゆり、佐藤 真、間宮基文、三島知斗世
【時期・場所】　主にあいちＮＰＯ交流プラザで実施。４回は、愛知県内の各地域への出張開催。
【実施形態】　愛知県委託事業　　
【事 業 費】　◎収入　1,183,999円
◎支出　事業費1,051,826円　管理費149,893円
【評　　価】　相談の稼働率86.7％、セミナー参加者延べ149名（利用率81.5％）、アンケートでの満足度評価も97.3％と、高い評価が得られた。当事業を受託した相談内容をQ&A集にまとめ、本会ホームページに掲載し、広く還元した。
②　大口町 ＮＰＯ団体会計支援事業
【目　　的】　大口町内のＮＰＯ（任意団体も含む）の会計支援を通して、各団体のアカウンタビリティへの意識の向上を目指す。
【内　　容】　３団体に対し、決算支援、及び憩いの四季のＮＰＯ法人設立に向けた個別勉強会・助言等の支援を行った。
【時　　期】　4月～3月（現地での支援　計6回）
【実施形態】　大口町委託事業　　
【事 業 費】　◎収入　140,500円

◎支出　事業費143,693円　管理費18,529円
４－４　　相談助言　委託契約事業　（民間部門）
①　あいちモリコロ基金サポート事務局
【目　　的】　公益信託愛・地球博開催地域社会貢献活動基金（愛称：あいちモリコロ基金）の運営において、サポート事務局として申請者からの相談等の基金運営支援、市民の意見を集約し基金への助言等を行う。
【内　　容】　あいちＮＰＯ交流プラザ内に設置された相談コーナーにおいて、電話・FAX・E-mail・来訪などで、計729件の相談に対応したほか、募集説明会を開催し、広く募集を募った。申請書類、実績報告書の一次チェック、申請書や募集要項についての改善提案を行った。また、ホームページ管理運営を行った。
【時　　期】  通年（相談コーナー開設は6月3日～30日、10月1日～31日）
【事 業 費】　◎収入　4,188,238円　　　　
◎支出　事業費2,346,905円　管理費525,458円
【評　　価】　前年度からの改善点として、07年度尾張・三河2ヶ所で開催していた募集説明会を、今年度より市町村支援センターの協力の下開催し、のべ124名の出席があった。今後相談や募集情報を必要とする団体等に伝えるため、よりいっそう地域のセンター等との連携を高める必要がある。
【 U  R  L 】　http://morikorokikin.jp/

人材交流・ネットワーク推進事業

５－１　ＮＰＯ交流・ネットワーク促進事業
①　ＮＰＯ交流・ネットワーク形成　
【目　　的】　全国及び愛知県内のＮＰＯやネットワーク組織に参加し、ＮＰＯの発展に向けた意見交換や協働・ネットワーク形成を図る。
【内　　容】　

	
	参画・連携・協働団体

	①
	（特）地域創造ネットワーク・ジャパン（理事）

	②
	（特）移動サービス市民活動全国ネットワーク（理事）

	③
	（特）あいち福祉ネット（理事）

	④
	（特）地域福祉サポートちた（理事）

	⑤
	（特）伏見の会（理事）

	⑥
	（特）たすけあい名古屋（理事・参事）

	⑦
	（特）揚輝荘の会（理事）

	⑧
	（特）花と緑と健康のまちづくりフォーラム（理事）

	⑨
	（特）平和のための戦争メモリアルセンター（募金委員）

	⑩
	市民協働ネットワーク「リニモネット」（世話人）


【事 業 費】　◎収入　0円
◎支出　事業費　0円　管理費　0円
５－２　まちづくり交流・ネットワーク促進事業
①　まちづくり交流・ネットワーク形成　
【目　　的】　全国及び愛知県内のまちづくり（団体）に参加し、意見交換や協働・ネットワーク形成を図る。
【内　　容】　

	
	参画・連携・協働団体

	①
	愛知県交流居住センター（理事）

	②
	愛知・川の会（会員）

	③
	愛知県青少年育成県民会議（会員）

	④
	自治体学会（会員）

	⑤
	地域づくり団体協議会（会員）

	⑥
	花祭サポーター設立準備委員会（事務局長）

	⑦
	名古屋開府400年祭実行委員会（委員）

	⑧
	障害者と市民の集い実行委員会（実行委員）


【事 業 費】　◎収入　2,580円
   ◎支出　事業費　5,673円　管理費　0円
②　伝統行事「花祭」サポート事業
【目　　的】　奥三河に伝わる伝統行事「花祭」の保存継承をサポートするため、伝統芸能や文化の保存継承、農山村活性化支援や交流事業に関心のある都市部の人々を中心にネットワークを形成し活動展開する。
【内　　容】　奥三河現地で開催される花祭のサポートや都市部の人たちに花祭を紹介するための映像作りやイベント企画を展開、また、世界無形文化遺産への登録運動（「花祭フェスティバルinなごや」）なども取り組み、広範な県民活動に発展させるための基礎作りを行った。
【実 施 日】　通年
【実施形態】　自主事業
【事 業 費】　◎収入　0円
◎支出　事業費835,410円　管理費　60,848円
③　都市・農山村の共生ネットワーク形成事業
【目　　的】　農山漁村、特に林業の衰退や人口の過疎化により自然環境の保全や伝統文化の継承が出来なくなってきている山村に対し、都会との共生ネットワークの形成や交流事業により支援を行うことを目的とする。
【内　　容】　獣害対策をテーマにした都市と農山村の交流・ネットワーク形成や名古屋などの都会部に農山村情報や地域資源を紹介したり、コーディネートする拠点を築く取り組み。


本年度は、西三河の山村で住民自身が獣害対策のために狩猟・捕獲し解体調理した上、地域に資源提供しているＮＰＯ法人との交流や木曽三川流域自治体（首長）との交流などに取り組み、基礎作りをした。
【実 施 日】　通年
【実施形態】　自主事業
【事 業 費】　◎収入　0円
◎支出　事業費
0円　　　管理費　0円
５－３　　まちづくりの協働の広場づくり事業（中部環境パートナーシップオフィス運営事業）
①　中部環境パートナーシップオフィス管理運営
【目　　的】　市民、環境ＮＧＯ/ＮＰＯ、行政、企業等社会を構成する主体と多様なパートナーシップ事業を展開し、パートナーシップによる実践を促進するための基盤を形成する。
【内　　容】　事業の柱は、①オフィス運営管理・情報基盤整備業務　②環境パートナーシップ推進事業（重点テーマ）「協働政策形成事業」「ＥＳＤ主体基盤強化プロジェクト」③環境パートナーシップ推進事業「企業や行政との協働の芽を探る事業」など ④運営協議会の開催 ⑤運営協議会提案協働事業 ⑥その他の業務、である。対象地域は、富山県、石川県、福井県、長野県、岐阜県、愛知県、三重県。
【時　　期】　通年
【実施形態】　環境省中部地方環境事務所委託事業
【事 業 費】　◎収入　14,173,091円　◎支出　事業費16,745,622円　管理費　492,663円
【評　　価】　請負業務最終年度の今期は、ＥＰＯ中部を活用するステークホルダー（以下ＳＨ）が増え、地域のＳＨから協働事業の依頼が多かった。「協働を支えそれぞれの強みを活かすコーディネーション機能」「事業の質を上げるための最新情報をキャッチできる

情報収集能力」が求められた一年であった。またＥＰＯのもつ機能を十分活用し、課題解決、地域改善につながる具体的プロジェクトを手がけた年でもあった。同時に、自治体・企業との関係づくりなどを通して、パートナーシップ促進及び持続可能な地域づくりのための地域ニーズや現状における阻害要因を見出した。
②　リコー中部販売グループ 地域環境活動協働プログラム グリーンプロモーション〈エコひいき〉事業〈一部業務〉
【目　　的】　地域における企業と市民団体との関係性を育み、環境課題の解決を促すと同時に、企業の環境ブランドを向上させる。
【内　　容】　社員が営業先で環境に関する情報提供をすると、エコカードのポイント収集となるしくみに基づき、地域で環境活動を行う市民グループを対象にした資金助成、社員の活動参加を行う。ＥＰＯ中部運営協議会提案事業として行われ、契約内容としては助成団体の募集とＰＲ、過去の助成団体を対象にしたアンケート、社員・助成団体を対象にした活動ヒアリング、経営層及びＳＨを対象にした経験交流会、成果レポートの作成を担った。応募数33テーマの内、7テーマの助成を実施。
【時　　期】　4月～3月
【実施形態】　リコー中部株式会社委託事業
【事 業 費】　◎収入　1,500,000円
◎支出　事業費　1,070,147円　管理費　0円
【評　　価】　2009年度は応募総数33団体から21団体を書類選考し、外部審査委員会において7団体を推薦枠として選定、その後、社員投票により推薦した7団体の助成先が確定した。また過去の助成団体52団体にアンケートをとり、その結果を素材に、現状課題を解決するための意見交換会を実施した。
③　中電グループ「ＥＣＯポイント活動」20年度上期社会還元事業
【目　　的】　中部電力の社員の環境行動によって得たエコポイントを活用し、地域で環境活動を行っている子どもたちを対象に環境学習キットを配付し、社員と子ども、会社と地域をつなぐ。
【内　　容】　学校やこどもエコクラブ等を通し、名古屋市、愛知県、静岡県、三重県、岐阜県、長野
県でデモンストレーションを含め約1,044の環境学習キット、123団体（個人）に配布し、29団体（個人）150のメッセージを子どもたちから得た。また実験現場の取材・インタープリターの派遣を6ケ所で実施した。
【時　　期】　4月～11月
【実施形態】　中部電力株式会社委託事業
【事 業 費】　◎収入　1,155,000円
◎支出　事業費　472,559円　管理費　0円
【評　　価】　環境学習キットが環境学習教材であると共に、企業と地域、社員と子どもをつなぐ環境コミュニケーションツールとして有効に使われるしくみができつつある。また今年度はインタープリターを派遣することでさらにコミュニケーションが深まり、本事業の意義を伝えることができた。
　　
④　なごや環境大学　ユニー株式会社提供お店探検隊インタープリター養成講座
【目　　的】　企業とのパートナーシップによりノウハウ・資源を持ち寄り、店舗での環境学習プログラムの指導者を養成する。同時に講座参加者が環境学習を実践することで地域と企業を結びつける。
【内　　容】　お店のよりよい環境学習プログラムを実施するために、ユニー株式会社の環境活動の方針を学び、お店の環境活動・取り組みを把握し、それを素材にした環境学習プログラムつくりや伝え方のコツを体験するといった内容を実施。参加者14名　講座回数計6回
【時　　期】　6月～11月
【実施形態】　なごや環境大学委託事業
【事 業 費】　◎収入　899,640円

◎支出　事業費　230,949円　管理費　0円
【評　　価】　第1期の講座修了生とジョイントで学びあう場面、学習に参加した子ども達の生の声を聞く講座、実施のお店で体験する学習など多様な講座を織り交ぜ、現場で活かせる数々の体験を実施した。また今年度は比較的若い世代の受講生が多く、斬新なアイデアや思いを表現し環境学習プログラムを作成した。
⑤　ユニー株式会社　環境学習協働事業
【目　　的】　ユニー株式会社の店舗を活用して、地域で地域のＮＰＯ・実践者の方々と環境学習を実践し、店舗と実践者のノウハウを持ち寄り、パートナーシップ型の学びの場をつくる。
【内　　容】　石川県、福井県、長野県、愛知県、三重県、計9ケ所で実施。上記インタープリター養成講座の受講生も参加した。
【時　　期】　8月～2月
【実施形態】　ユニー株式会社委託事業
【事 業 費】　◎収入　344,000円

◎支出　事業費　432,466円　管理費　0円
【評　　価】　ユニー株式会社で実施しているお店探検隊を、店舗とＮＰＯ、インタープリター養成講座修了生が協働して取り組めるようコーディネート・サポートした。環境学習実践のスキルアップを図ると共にモチベーションを高め、地域でのより多様な学びにつながる学びあいが可能となるよう事業全体のコーディネートを行った。
⑥　ＥＳＤ－Ｊワークショップ事業
【目　　的】　ＥＳＤ－Ｊ（（特）持続可能な開発のための教育の10年推進会議）が作成するＥＳＤ政策提言及びＥＳＤハンドブックに、地域のニーズ、課題を掲載し現場の声を反映する。
【内　　容】　ＥＳＤを実践している教員や市民活動団体（個人）を対象に、ＥＳＤ普及・啓発、実践するための仕組みづくりにむけて、地域の課題や現状、ニーズを抽出するためのワークショップを実施した。
【参 加 者】　午後の部：10名  夜の部：10名（各回ゲスト：3名　スタッフ：2名）計：のべ30名　
【時　　期】　9月18日（木）
【実施形態】　ＥＳＤ－Ｊ委託事業
【事 業 費】　◎収入　100,000円

◎支出　事業費　0円　管理費　0円
【評　　価】　多様な参加者を募ることができ、その現場からの生のニーズが出された。教育政策、環
　　　　　　　境政策それぞれに的を絞った提案、提言をつくり発信することができた。
⑦　ＥＳＤ普及促進ツール企画業務
【目　　的】　中部地方において、「持続可能な社会づくり」及び「持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）」を普及促進する。
【内　　容】　アドバイザーより意見をいただきながら、対象を中学生程度と想定し、学校・生徒だけでなく一般市民に理解していただける冊子を作成した。
　　　　　　　A4版変形20センチ×20センチ　8ページ
【時　　期】　2月
【実施形態】　環境省中部地方環境事務所委託事業
【事 業 費】　◎収入　299,250円

◎支出　事業費　42,210円　管理費　0円
【評　　価】　現状の社会問題をデータで表し、わかりやすい言葉で伝える内容とした。冊子希望の問
　　　　　　　い合わせもいただいている。さらに教育、研修現場での活用を環境省中部地方事務所と
　　　　　　　検討する。
⑧　平成20年度コミュニティファンド等を活用した環境保全活動促進事業
【目　　的】　コミュニティファンドによる環境コミュニティビジネスの環境、経済、社会の各側面の評価検証のための手法について、一般的な手法開発を行い、その手法を全国的に情報提供し、手法の活用を促すことで自立的、社会的側面、経済的側面を向上させるような環境保全活動の促進することを目的に実施。
【内　　容】　中部地域では、長野県の諏訪地区、岐阜県石徹白地区がモデル地域として採択され、事業化に向けての調査、学習会を実施した。会議への参加、事業のＰＲなどを担った。
【時　　期】　通年
【実施形態】　三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社委託事業
【事 業 費】　◎収入　126,740円

◎支出　事業費　58,200円　管理費　0円
【評　　価】　地域資源を活用した、地球環境問題の解決、地域のもつ課題（高齢化、過疎、地域ビジネスの活性化など）に取り組むモデルとして非常に興味深かった。実施に膨大な費用などがかかるため、調査研究のみで終了する場合が多い中、実用化まで達成できるよう今後の展開が期待される。
⑨　平成20年度ＮＧＯ／ＮＰＯ・企業の環境政策提言に係る成果報告会等企画運営業務
【目　　的】　平成19年度環境省ＮＧＯ／ＮＰＯ・企業環境政策提言の優秀提言『生物多様性保全のための企業とＮＧＯのパートナーシップ形成支援政策』の報告の場として実施。
【内　　容】　報告の場を兼ねて、「生物多様性の保全」「温室効果ガスの排出削減」のテーマに関する地域（国）の課題及び施策についての意見交換会を実施した。参加者：44名
【時　　期】　通年
【実施形態】　環境省中部地方環境事務所委託事業
【事 業 費】　◎収入　200,000円

◎支出　事業費　319,956円　管理費　0円
【評　　価】　従来の施策立案のプロセスとは異なり、本事業は民間のリソースやポテンシャルが最大　限に活きる中で、行政がコミットするプロセスを歩むことが特徴の一つでもある。2つの具体的案件に対し、その課題改善に向けた官民協働施策（事業）を検討でき、今後の具現化を目指した始めのテーブルを設置できた。
⑩　デンソーエコポイント制度における「地域の環境活動への寄付」事業(一部業務)

【目　　的】　地域の環境改善・保全活動に、地域・学校・企業連携で取りくむ、市民活動団体、小･中学校を対象に助成を行う。株式会社デンソー社員やその家族、地域住民が積極的に参加することを促進しながら地域の環境改善・保全活動の活性化を図る。さらにＥＰＯ中部が受託することにより、普及・参加が高まり、地域における環境活動の「協働」が促進され、地域の環境改善・保全活動が活性化されることを目的とする。
【内　　容】　事業に関する企画会議の実施、事業の周知および助成団体募集に関する広報、公募説明会の企画・運営、選考委員会、活動取材、経験交流会、報告書の作成。
【時　　期】　契約期間：4月～2月、2月～3月
【実施形態】　株式会社デンソー委託事業
【事 業 費】　◎収入　1,560,000円
◎支出　事業費　623,455円　管理費　0円
【評　　価】　応募総数30団体から今年度は3団体（愛知県2、三重県1／小学校1、ＮＰＯ2）を助成団体とし、それぞれの活動に社員とその家族が参加した。初年度であり試行錯誤しながらの実施ではあったが、助成団体および活動に参加した社員などの感想では、課題はあるものの、ある程度の評価を得ることができた。今後はいかに参加する社員を増やしていくか、地域団体とのコミュニケーションを広め深めていくかを検討していく。
⑪ ブラザー工業株式会社ステークホルダー会議　
【目　　的】　「生態系危機を回避するためにー企業はどう取り組むか」をテーマに、企業が事業活動と生物多様性のつながりを捉える場をつくり、どのような取り組みが社会に求められているか、企業間連携、他セクターとの連携によってどう取り組みを展開することができるか意見交換を行う。
【内　　容】　参加された方からの現状、生物多様性に対する会社としての方針などをプレゼンテーションいただき、共有した。参加者37人（有識者1、行政3、ＮＰＯ2、市民2、企業10、主催10、ＥＰＯ２）
【時　　期】　10月7日（火）
【実施形態】　ブラザー工業株式会社委託事業
【事 業 費】　◎収入　367,592円　　　◎支出　事業費　152,264円　管理費　0円
【評　　価】　2010年秋に開催されるＣＯＰ10に向けて、この地域で生物多様性保全に関心のある企業を中心に行政、ＮＰＯ、市民など多様なセクターとの情報共有の場をもった。今後、企業が本業の中でＣＳＲとして、多様な生物多様性保全に関する取り組みをさらに具体的に展開する際に、今回のような地域のＳＨとのコミュニケーションが重要である。
⑫　森林再生ビジネス検討会
【目　　的】  中部経済同友会が提言したビジネスモデルをベースに、そのビジネスモデルを実際に実現していくための必要な方策や対策を検討する。
【内　　容】　中部経済同友会環境委員会の提言内容の報告及び今後の展開スキームを説明し、各々の
　　　　　　　役割部分においての意見交換を実施した。参加者：計23名。
　　　　　　　主催：環境省中部地方環境事務所　事務局：ＥＰＯ中部
【時　　期】 3月
【実施形態】 検討会内企業との契約
【事 業 費】　◎収入　140,920円

◎支出　事業費　130,710円　管理費　0円
【評　　価】　今回は第1回ということもあり、検討会メンバーの事業紹介、課題意識の共有を行った。多業種の企業や学識経験者、行政、ＮＰＯなどが集まり、セッションの場をもつことでサプライチェーンの構築などビジネス化に向けた可能性を垣間見ることができた。
※その他、なごやボランティア・ＮＰＯセンター管理運営業務解約に伴う残務処理・清算　

【事 業 費】　◎収入　203,749円

◎支出　事業費　132,093円　管理費　25,259円

市民団体等事務局代行事業
６－１　市民団体等事務局代行事業
【目　　的】　事務局機能が脆弱な市民団体の活動を支援するため、連絡窓口、会員管理等の事務局業務の代行を請負う。下記4団体の事務局実務を行った。
【事 業 費】　◎収入　4,091,671円
◎支出　事業費　3,232,498円　管理費　511,996円
①（特）医療と保健と福祉の市民ネットワーク東海　
【内　　容】　医療分野の市民活動支援体制づくりを目的とし講演会・シンポジウム等を実施した。連絡調整、会員管理、ホームページ更新、その他事業に関する事務を行った。
【時　　期】　通年

【事 業 費】 　◎収入　659,170円

◎支出　事業費476,903円　管理費80,847円
②（特）移動ネットあいち　
【内　　容】　移動ネットあいちの事務局サポート業務を行い、福祉有償運送を行う会員が「安全」「安心」「安定したサービス」を提供できるよう、①政策提言活動（現況調査２回・行政関係部局との協議・地区別懇談会9回）、②運転ボランティアへの安全運転教育（第79条登録用265名、登録更新用344名、新人インストラクター養成）、③運行管理に関わる事務局機能強化（運行管理整備のための手引書発行、備品の共同購入）、④保険加入支援事業等の事業を支援した。09年3月末で87の非営利団体が加盟。
【時　　期】　通年
【事 業 費】 　◎収入　1,021,850円
◎支出　事業費636,768円　管理費　126,293円
【評　　価】　平成18年10月１日の道路運送法改正に伴い20年9月末日までに更新手続きが必要な中、会員団体が円滑に手続きを完了できるよう役割を果たすことができた。今後は、会員の法令順守を徹底しつつ、タクシー業界との協調関係の構築、制度上の問題点の改善提案等に取り組むことが重要になっている。
③（特）あいち福祉ネット　
【内　　容】  同会は、愛知県下の福祉系ＮＰＯ法人等のネットワークを形成し、情報・問題意識の共有、政策提言、サービスの質と経営の向上、仲間づくり、新しい社会ニーズへ対応等を目指す組織。08年度は、「認知症高齢者を支える地域の見守り力」をテーマとして、地域で協働して行う活動を検討・提案した。また、介護報酬の改定が訂正名改定となるよう全国と情報交換しながら提言活動を行った。会員数は23（団体と個人の計）。
【時　　期】  通年

【事 業 費】 　◎収入　380,000円

◎支出　事業費　277,605円　管理費　48,859円
【特　　記】　愛・地球博開催地域社会貢献活動基金助成金を得て、県内３つのモデル地域でＮＰＯと地縁活動とが対話・交流を図りながら、今後地域で協働して行うプログラムを提案することができた。また、３月7日には報告を兼ねたフォーラムを行い、福祉ＮＰＯ・地域包括支援センター・行政関係者等116名が参加。福岡県大牟田市の先進的な「認知症ケアのための地域ネットワークづくり」等の講演を聞き、有意義な研修となった。そのレポートを300冊を作成し、愛知県内の関係者と広く共有をした。
④教育ファーム推進事業　東海ブロック地方事務局業務
【目　　的】 農山村交流事業を組み立てていく上で、農山漁村の実態を知り、ネットワークの形成をはかること。また、教育ファーム事業を通して都市部と農山漁村との交流の先駆的な事例を広める役割を担うことにより、交流の促進をはかる。
【内　　容】 農水省H20年度にっぽん食育推進事業の一環である「教育ファーム推進事業」（社団法人農山漁村文化協会が実施）の東海地方事務局を引き受けた。東海3県のモデル団体に選ばれた17団体に対し、活動スケジュールや活動実績の聞きとり、取材記録の作成、効果測定のサポート、研修会・成果発表会の運営サポート等を行った。
【時　　期】 6月～2月
【実施形態】 社団法人農山漁村文化協会委託事業
【事 業 費】 ◎収入　2,030,051円　　　

◎支出　事業費　1,841,222円　管理費　255,997円
【評　　価】　教育ファームに取り組む東海3県の様々な団体や生産者や加工業者、農政局やJA等関係団体との繋がりが形成された。また、子どもたちの「農」や「食」への体験教育が広がるための資材開発により、今後の啓発やネットワーク形成につながる。
Ⅱ；その他の事業

2008年度は実施しなかった。
３　　組織管理運営について
Ⅰ　組織管理運営の概況について
1 人のマネジメント；　多様な人材、経験者の定着が課題
現在、本部事務局、中部環境パートナーシップオフィス、愛知芸術文化センターアートプラザにおける常勤スタッフが、理事含め10名にのぼります（週5日9名、週4日1名）。パート3名、臨時契約者が2名です。中間支援組織の事業は毎年実施事業内容が変化することが多く、その都度、当該事業に適した人材や体制を作らざるを得ないことが人材の定着を進めることが出来ない要因の一つです。

また、行政からの施設管理業務委託などは、委託金が増加しないため、経験年数を重ねた場合の給与等の向上がなかなかできないことも一つの課題となっています。

②　コミュニケーション：　会員やＮＰＯ全体の課題認識、対外的な責任のために　
VNS設立から8年を経るなかで、「ＮＰＯや社会全体のためになる事業」にこだわり様々な事業展開をしてきました。このことにより、VNSへの社会的な認知が広がってきましたが、会員ニーズに応える形になっているかどうかについては課題が残っています。
会員のみなさんと意見交換し、ポジジョンを確認、情報共有に取り組みたいと考えています。

③　資金マネジメント；　固定的な契約事業の拡大
固定事業からの収入や寄付金の蓄積により経常的な運営経費はある程度確保できるようになりました。しかし、新規事業開発や新展開のための資金プールは依然として難問です。また、収益率が低いため、低賃金となっています。
収益事業における総収益の拡大、収益率の拡大などを進めていくとともに、会員拡大や寄付金拡大などの資金戦略が必要です。
Ⅱ；機関・会議運営について　　
（1）　総会　
第７回通常総会
【実 施 日】  08年6月22日（日）　13:00～14:00

【場　　所】  名古屋会議室　栄中央店　第６会議室
【出席者数】　正会員総数95名中、本人出席16名、委任状52名
【議　　題】　(1) 2007年度事業報告書の承認の件　＜決議事項＞
　　　　　　　　　　　  (2) 2007年度収支計算書・貸借対照表・財産目録の承認の件＜決議事項＞、

(3)監査報告の件
(4)第5期（2008年度～2009年度）役員選任について＜決議事項＞
(5) 2008年度事業計画・予算の報告　＜報告事項＞

（2）　理事会　
2008年度は9回開催され、いずれも本会事務所で行われた。
	第85回
	6月10日　19:00～21:30
	▼2007年度事業報告・決算の承認
▼2008年度の主な事業・予算見通しについて
▼役員改選について
▼年次総会について

	第86回
	6月22日　12:30～13:00
	▼監査報告
▼年次総会議案について

	第87回
	7月8日　19:30～21:00
	▼2008年事業方針・計画・予算・体制の具体化
▼理事会・事務局・スタッフ体制について

	第88回
	8月12日　19:00～21:00
	▼2008年事業方針・計画・予算・体制の具体化
▼運営方針について
▼評議員・顧問の選任について

	第89回
	10月14日 19:00～21:00
	▼新規事業企画について
▼事業進捗報告

	第90回
	12月9日　19:00～21:30
	▼2008年度中間決算・事業見通し、計画について
▼理事提案報告

	第91回
	2月10日　19:00～21:30
	▼2009年度事業計画について
▼理事提案報告

	第92回
	3月10日　19:00～22:00
	▼2009年度予算案・事業計画について
▼雇用契約について

	第93回
	4月14日　19:00～21:30
	▼2009年度予算案・事業計画案について
▼スタッフ体制について
▼年次総会について


（3）　その他の会議等　
2008年度は、毎週1回（原則月曜日）に事務所において、事務局スタッフミーティングを開催し、実務執行の円滑化を図った。
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▲バスツアーでＮＰＯを訪問
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▲ウチナル形会場風景
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▲　相談コーナーにて来訪相談
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▲　平成20年度NGO/NPO・企業の環境政策提言に係る成果報告会の様子
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▲【モデル実証地区】美浜「季の野の台所」ヤギの成長に大豆の成長を重ね合わせて、植えて育てて調理して食べる活動を通年で実施した。





▲フォーラムを開催し、提言書の内容を市民に発表した
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